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令和２年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第２号（令和２年２月１３日）
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◎議事日程

第１ 市政に対する一般質問

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第２ 議案第１号 令和２年度三沢市一般
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第６ 議案第５号 令和２年度三沢市後期

高齢者医療特別会計予算

第７ 議案第６号 令和２年度三沢市水道

事業会計予算

第８ 議案第７号 令和２年度三沢市下水

道事業会計予算

第９ 議案第８号 令和２年度三沢市立三

沢病院事業会計予算

第10 議案第９号 令和元年度三沢市一般
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証明に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

第16 議案第15号 固定資産評価審査委員
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制定について
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もない人も幸せに暮らせる共生
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改正する条例の制定について

第24 議案第23号 青森県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び青森県市町村総合

事務組合規約の変更について
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午前１０時００分 開議

○議長（舩見亮悦君） おはようございま

す。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（舩見亮悦君） 日程第１ 市政に対

する一般質問を行います。

お手元に配付しております一般質問一覧表

のとおり進めます。

田嶋孝安議員の登壇を願います。

○３番（田嶋孝安君） おはようございま

す。３番、拓心会田嶋孝安でございます。通

告に基づきまして、一般質問をさせていただ

きます。

昨年の２０１９年１２月に、新型肺炎が中

国湖北省武漢市での発生が確認され、２０２

０年１月に新型ウイルスが発見され、感染者

や感染地域が拡大しています。国内でも患者

が確認されていますが、患者と濃厚接触の

あった方に対しては、積極的疫学調査や健康

観察の実施により感染拡大防止が図られてい

ます。

令和２年１月２８日に、新型コロナウイル

ス感染症を指定感染症に指定する政令が公布

され、令和２年２月１日から施行されまし

た。令和２年１月３１日に、世界保健機関・

ＷＨＯの緊急委員会は、武漢市における新型

コロナウイルス感染症の発生状況が国際的に

懸念される公衆衛生上の緊急事態に該当する

と発表され、国の動向にあわせ、県において

も感染を広げないよう対応されています。

そして、三沢市においては、令和２年２月

４日に、市民生活部長を統括者とする感染症

情報連絡室を設置したとの発表があり、連絡

室を立ち上げ、状況の変化に応じて連絡調整

会議、対応本部に移行できる状態が整ったと

の記事が記されておりました。とても柔軟な

対応であると感じた次第です。

そのような中にありますが、現在、市民の

皆様も冷静に動向を見ているようにも感じな

がらも、自主予防として購入しているマスク

などにおいても商品が陳列棚にないなど不測

の事態となっており、国・県の役割もあると

思いますが、三沢市として、市民の安全・安

心を提供するため、県内もしくは三沢市にお

いて感染が確認された場合においてはどのよ

うな対策がされていくのかが重要であると思

います。

また、市民が利用する三沢市の交流性の高

い公共施設などについても、対策を講じて利

用できる施設、利用できないなどの対応に迫

られる可能性がある施設などが出てくるよう

にも感じますが、どのような運営を考えてい

るのでしょうか。

三沢市は、三沢空港を初めとして県内の空

の玄関口であり、陸の玄関口である三沢駅な

どや、さらには基地などを含めた国際的な

方々が集うまちであると考えます。そのた

め、新型コロナウイルスをはじめとした感染

症対策については、万全な対策が必要です。

そこで、３点伺います。

一つ目に、三沢市としてＷＨＯが緊急事態

宣言された感染症対策について伺います。

二つ目に、市民のマスクなどの自主予防に

対し支援が可能か伺います。

三つ目に、交流性の高い施設の運営につい

て、感染のおそれがある場合の対応について

伺います。

次に、移住・定住促進についてですが、現

在、三沢市は移住・定住支援制度をはじめと

して、支援について対策に努めています。し

かし、他市町村においても同様であり、その

まちのよさを売り込んでおり、まちのＰＲ合

戦に余念がないように感じます。

当市は２０１４年、２０歳から４９歳の主

婦を対象に日常生活における幸福度に関する

調査が実施され、「主婦が幸せに暮らせる街

ランキング」に発表された東北・北海道内に

おいて、ランキングトップの１位をとるなど
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栄誉に輝き、先人の皆様のまちづくりに対し

てのたまものであると感じます。

その三沢市において、現在は小さな減であ

るにしても、先人が築き上げてきたこのまち

のよさをさらに売り込み、移住された方々を

中心に、さらなる定住に努めていくべきであ

ると考えます。

また、利用者の多い施設もあると思います

が、逆に移住された方々に知られていない施

設もあるように感じます。このまちに住んで

よかったと思えるように施設を紹介して、利

用促進を図っていくことも必要ではないかと

感じます。

そこで、三沢市として、このまちのよさを

移住してきた方々に伝え、定住につなげるか

が重要であると考えます。

そこで、２点伺います。

一つ目に、定住につなげる対策について伺

います。

二つ目に、移住の方々に三沢市の各施設概

要などについて周知されているかを伺いま

す。

以上になります。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（舩見亮悦君） ただいまの田嶋孝安

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。

小檜山市長。

○市長（小檜山吉紀君） 皆さん、おはよう

ございます。

ただいまの田嶋議員御質問の感染症対策に

ついての第１点目、新型コロナウイルス感染

症対策については私から、そのほかにつきま

しては政策部長並びに市民生活部長からお答

えをさせますので、御了承願いたいと存じま

す。

新型コロナウイルス感染症は、中国を中心

に感染が拡大し、日本国内でもその症例がふ

えつつあります。そのような中、世界保健機

関が１月３０日に緊急事態宣言をし、日本政

府では２月１日から感染症法に基づく指定感

染症に指定したところであります。

これまでの当市の対策といたしましては、

田嶋議員御指摘のとおり、感染症事案危機管

理マニュアルに基づき、２月３日に三沢市感

染症情報連絡室を設置し、庁内の情報共有体

制を整えたところであります。

また、翌日の庁議においても、国・県及び

当市の取り組み状況を情報共有し、私からは

各部署における役割を再確認するよう指示を

出し、今後の状況次第では、当該マニュアル

に基づく組織体制を引き上げていくことを確

認したところであります。

新型コロナウイルス感染症については、発

熱、全身倦怠感、せきなど主なる症状があ

り、飛沫感染と接触感染の二つが考えられる

ことから、各自ができる予防対策として、風

邪や季節性インフルエンザ対策と同様の一般

的な衛生対策として、せきエチケットや手洗

い、うがい等の予防対策と相談先について、

ホームページとマックテレビ等で市民への周

知を行っているところであります。

また、医療機関の受診につきましては、三

沢病院においては院内感染対策指針とマニュ

アルに基づき対応を行っておりますが、今回

の新型コロナウイルス感染症が疑われる場合

は、感染症法に基づき、当市の管轄である上

十三保健所に連絡を行い、指示を仰ぎ、必要

時には感染症指定医療機関、当該地域では十

和田市立中央病院となりますが、そちらに搬

送する等の措置を講じる体制となっておりま

す。

私からは、以上であります。

○議長（舩見亮悦君） 市民生活部長。

○市民生活部長（山本 優君） 感染症対策

についての第２点目、市民のマスク等の自主

予防に対し支援が可能かについてお答えいた

します。

当市では、大規模災害時用におけるマスク

の備品備蓄を行っておりますが、御質問のよ

うな予防の場合を想定したものではなく、災

害時に避難者等が必要な場合に使用するため

の備蓄と考えております。しかしながら、今

後の推移を見守りながら、その必要性が高い

と判断される場合は、備蓄マスクの提供につ



― 15 ―

いても検討してまいりたいと考えておりま

す。

次に、感染症対策についての第３点目、交

流性の高い施設における感染のおそれのある

場合の対策についてお答えいたします。

市の管理する施設については、関係する部

署がその責任において職員及び利用者への感

染症の知識の周知、清掃の徹底を図るととも

に、必要な場合は施設利用の制限等の検討を

図ることとなっておりますが、各部署間の連

絡調整を図る中、市全体としての整合性のと

れた措置が講じられるよう努めてまいりたい

と考えております。

また、市の施設に限らず、空港や駅等の交

流性の高い施設についても、その重要性に鑑

み、市の関係部署において情報収集及び連携

を図り、適切な措置が講じられるよう努めて

まいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 政策部長。

○政策部長（山本剛志君） 移住・定住促進

についてお答えいたします。

御質問の第１点目、定住につなげる対策に

ついてでありますが、移住者のみならず、三

沢で生まれた方、長く三沢で過ごされた方、

全ての方々が住みたくなる、育てたくなる、

自慢したくなるまちを目指し、各種施策を実

施しているところであります。

具体的には、住宅取得支援事業などによる

魅力ある住環境の整備をはじめ、子ども医療

費の無料化や地産地消でわんぱく家族米支給

事業、キッズセンターそらいえによる子育て

環境の充実、また、教育においては、米国

ウェナッチバレー姉妹都市交流事業や高校生

英語研修派遣事業、あおもりグローバルアカ

デミー事業など、当市の特色を生かした事業

を実施しております。

このように各世代にわたる切れ目ない事業

の実施と支援により、当市のよさを知っても

らい、暮らしやすいまちづくりを進めること

が住み続けていただける定住につなげるもの

と考えております。

次に第２点目、移住の方々に三沢市の各施

設概要などについて周知されているかについ

てでありますが、当市では転入手続の際に、

三沢で暮らし始める方々の支援の一つとし

て、みさわ暮らしの便利帳をお配りしており

ます。

このみさわ暮らしの便利帳は、暮らし、福

祉、子供といった各分野ごとに必要な情報を

把握できるようになっており、御質問にある

施設概要についても、国際交流スポーツセン

ターや寺山修司記念館など、市の公共施設に

ついて掲載し、周知を図っております。

今後におきましては、マックテレビや市の

ホームページを活用し、さらなる施設の周知

を図ってまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 田嶋議員。

○３番（田嶋孝安君） 御答弁ありがとうご

ざいました。再質問をさせていただきたいと

思います。

まず、１点目に関しての件について、これ

も新聞記事を見まして感じたところなのです

が、十和田市も対策会議を開かれたというこ

とで、警戒対策会議を開きということで記事

のほうが載っておりました。この中に、やは

り発生時に備えた対応や情報共有、市民への

周知の徹底を確認したということで、庁内の

各部署や消防、医療機関、商工や観光団体な

どの１６名で構成しということで、このよう

な対策会議を開かれているようではあります

が、三沢市においても、現時点ではそこまで

行っていない状況なのかもしれませんが、そ

の状況に応じてはこのような形で対応されて

いって、そして万全な対策に持っていってい

くのかということで、対応していくのかを確

認させていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。

○議長（舩見亮悦君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（山本 優君） ただいまの

再質問の、十和田市のような市役所だけでは

なくていろいろな関係部署を含めた対策、連



― 16 ―

絡体制をきちっととっていく、今後そういう

考えはないかということについてお答えいた

します。

まずは、今、三沢市の中でしっかりした連

絡体制をとりながら、そして各部署でそれぞ

れの関係部署との連携を図るような形をとっ

ています。今後、必要性が出てくれば、そう

いう体制もとっていきたいというふうに考え

ております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 田嶋議員。

○３番（田嶋孝安君） ありがとうございま

す。

まずは状況に応じた対応ということで、市

民の皆さんが焦らずに行動できるような体制

を構築していただきますようお願いできれば

というように思っております。

２番についてのマスクについては、本当に

今、市民の皆さんが自主的に予防される中

で、お店屋さんに行っても陳列棚に全く商品

がないということでは、これは全国的な話で

もあり、また、大きくは世界的な話でもある

中ではありますが、ただ、三沢市にも備蓄品

があり、状況によってその対応をしていただ

けるようなお話をいただいたということは心

強いなというように感じております。

また、その備蓄品についても、やはり状況

等に応じた形でどんどん備えていっていただ

きたいなという思いがありますが、その点に

つきまして、マスクが今すぐに必要かという

と必要な状況ではありませんが、ただ、やは

り三沢市としても国や県に対して要望してい

く考えなどがあるかどうかについてだけ確認

させていただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。

○議長（舩見亮悦君） 市民生活部長。

○市民生活部長（山本 優君） ただいまの

マスク等についての対応について、再質問に

お答えいたします。

先ほども申し上げましたが、三沢市の備蓄

品、これについては、今後の推移の中で必要

性が認められれば、それを提供することも検

討していくというお答えをさせていただきま

した。

プラスして、マスクについての効用という

のがいろいろ政府のほうからも示されており

ます。一旦症状が出ていて、その飛沫を防ぐ

ためには非常にマスクは有効だと。一方で、

屋外のようなところで感染を予防するために

自分がマスクをやっても、大して効き目がな

いというようなことも出ております。

そのような中で、やはり今後またいろいろ

な見解が出てくると思うのですが、そういう

推移の中で必要性を検討していきたいと。

国・県に対する要望についても、そのような

中で検討していきたいというふうに考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 田嶋議員。

○３番（田嶋孝安君） ぜひともよろしくお

願いしたいと思います。

３番の交流性の高い施設の運営ということ

で、本当に皆さん緊急に対応するということ

になると、やはりそのときになって焦る状況

というのが見受けられるようにも感じますの

で、ぜひとも市民の皆様が混乱を招かないよ

うな対応をしていっていただきたいというよ

うに思います。よろしくお願いいたします。

続きまして、移住・定住に関しての質問に

対して再質問をさせていただきたいと思いま

す。

今、お話をいただきましたが、１番につい

ては省略させていただいて、２番についてで

ありますが、暮らしの便利帳というものを発

行しているということで、本当に来た方が三

沢市をよく知っていただいて、そして、この

まちを住みやすいまちだというように認識し

てもらうということは重要ではないかという

ように感じております。

それの中にして、やはり各市町村がいろい

ろと工夫をされている中で、とあるまちでい

きますと、各施設の無料券などを配って、そ

して利用していただくというような仕組みも

しているようですし、また、その仕組みの中
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に無料券のチケットの裏側というのは、逆に

言えば、市の企業の方々の広告を載っけてと

いうこともされているようです。そういうこ

とであれば、費用的なものというのはどうし

てもかかるとは思いますが、ただ、費用負担

という中にして、企業の広告の費用負担とい

うことがあるということになりますと、三沢

市の財政的にもそんなに厳しくない中で進め

ることが可能ではないのかなというように感

じます。

そんな中にして、三沢市もそのような考え

方をしていくべきではないかというように感

じますが、その点について伺いたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

○議長（舩見亮悦君） 政策部長。

○政策部長（山本剛志君） 移住・定住促進

の再質問についてお答えいたします。

三沢市の公共施設を知ってもらうことにつ

いては、先ほどお答えしましたとおり、みさ

わ暮らしの便利帳が大変役立っているものと

認識しております。

さらに、施設を知ってもらう、また、使っ

てもらうということについては、先ほど田嶋

議員が申されたとおり、無料の利用券とかを

発行している自治体もございますので、それ

については大変有効な手段だと認識しており

ます。

このことから、三沢市が導入した場合の事

業効果などを検証して、今後、検討していき

たいと考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、田嶋孝安議

員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

遠藤泰子議員の登壇を願います。

○６番（遠藤泰子君） ６番、拓心会遠藤泰

子でございます。通告に基づきまして、子供

たちの笑顔が広がる安全でおいしい学校給食

の充実を求めて一般質問いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。

１点目は、学校給食費無償化の検討状況に

ついての質問となります。

平成３０年７月に文部科学省が発表した学

校給食費の無償化等の実施状況によります

と、全国１,７４０自治体のうち、７６自治

体が小中学校とも無償化を実施、２自治体が

小学校のみ無償化を実施、４自治体が中学校

のみ無償化を実施しております。合計で８２

自治体が学校給食費の無償化を実施しており

ます。また、そのほかに４２４の自治体が一

部無償化あるいは一部補助を実施していると

のことでありました。

県内においても、近年、無償化する自治体

が増加し、近隣の自治体も既に実施しており

ますが、この学校給食費の無償化への流れ

は、少子化対策、貧困家庭対策、給食費未払

いの問題、さらには子育て世帯の転入促進、

定住化の推進など、地方自治体の持つさまざ

まな課題を解決するために進められてきた施

策であると思います。

そして、無償化を実施した自治体の成果の

例を見ますと、安心して子育てできる環境が

整った、給食費滞納対策への負担が軽減され

た、給食費の改定に際し保護者との合意が不

要となったなど、保護者だけではなく、教員

の負担軽減をはじめとする自治体のメリット

も成果として挙げられております。

さらに、昨年７月に文部科学省から出され

た学校給食費等の徴収に関する公会計化等の

推進についての通知もあり、ガイドラインに

基づいた学校給食に係る対応が迫られている

中、今後さらに無償化する自治体が増加して

いくのではないかと思うところであります。

小檜山市長のマニフェストにおいても、そ

の重要性を御認識され、小中学校給食費無償

化の検討が掲げられておりますことから、将

来の財政需要も踏まえた検討がなされてきた

ものと思います。市長就任後、これまでどの

ような検討がなされたのか、検討状況につい

てお伺いいたします。

次に、学校給食の中身、給食の内容を充実

させるための取り組みについてお伺いいたし

ます。

子供たちにとっての学校給食は、健全な心
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と体を培い豊かな人間性を育むとされてお

り、同じものの味を共感し合ったり、自分の

思いを伝え合ったりする特別な時間、大事な

学びの時間でもあります。

学校給食法第２条には、義務教育の教育目

的を実現するための目標が掲げられており、

適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図

ること、日常生活における食事について正し

い理解を深め、健全な食生活を営むことがで

きる判断力を培い、望ましい食習慣を養うこ

と、我が国や各地域のすぐれた伝統的な食文

化についての理解を深めることなど、七つの

目標が達成されるよう努めなければならない

とされております。

当市においても、三沢市でとれた食材を

使った食文化の理解を目指した地産地消の給

食やバイキング給食、また、過去にさかのぼ

りますと、ワールドランチデーと題した世界

各国の代表的な料理を提供した時期もあり、

２００２年にはアジア冬季大会の開催に合わ

せ、４月は中国料理、５月はインドネシア料

理、６月は韓国料理といったアジアの料理が

提供されるなど、学校給食法が求める取り組

みがなされてきております。

今も続けていれば、カナダの料理が子供た

ちに提供されていたのではないかと思いなが

ら２点目の質問になりますが、当市の学校給

食を充実させるための取り組みについてお伺

いします。

さて、小学校５年生と中学校２年生を対象

に行われている学習状況調査の結果が青森県

のホームページに掲載されております。各教

育事務所管内ごとに通過率、正答率だと思い

ますが、パーセンテージで記載されており、

令和元年度の状況は、中学２年生は県内全体

で５６％のところ、三沢市は５７％となり、

青森市、津軽市、十和田市と同率１位。小学

５年生は県内全体で６０％のところ、三沢市

は６４％で、十和田市に次いで２位となって

おりました。昨年度の状況においても、中学

２年生は１位、小学５年生は４位という結果

であり、県内で上位の成績であることがわか

ります。

冨田教育長をはじめ、教師、保護者のほ

か、多くの関係者の努力と連携のたまもので

あると推察しているところでありますが、こ

の好成績の要因の一つには、児童及び生徒の

心身の健全な発達が含まれているものと思い

ます。特に、育ち盛りの子供たちにとって年

間の食事回数の約２割を担うと言われる学校

給食の役割は、子供たちの体づくりのほか、

学力向上にも大きな影響を与えるものであ

り、給食の質の向上と適切な量の確保は、三

沢の子供たちのさらなるレベルアップにつな

がるものと確信しています。

さて、当市の学校給食費は、１食当たり小

学校２３７円、中学校２６２円となっており

ます。参考までに、十和田市は小学校２６０

円、中学校２９０円であり、八戸市は小学校

２６０円、中学校３１５円とのことでありま

す。十和田市とは１食当たり約３０円、八戸

市とは約５０円の開きがありますが、三沢市

の場合、この食材費のみで給食を充実させる

ためには難しいのではないかと思うところで

あります。

そこで、冒頭申し上げました４００を超え

る自治体で実施している給食費の一部補助制

度を導入すれば、保護者の負担をふやすこと

なく質と量の確保ができ、安くておいしい三

沢の給食、さらには子育てのまち三沢の実現

に近づくのではないでしょうか。

学校給食のさらなる充実を図り、将来を担

う子供たちの健全育成のため、学校給食費の

一部補助制度の導入について、市の見解を伺

います。

以上、質問を終わります。御答弁よろしく

お願いいたします。

○議長（舩見亮悦君） ただいまの遠藤泰子

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。

教育長。

○教育長（冨田 敦君） 教育問題、学校給

食についての第１点目、給食費無償化の検討

状況についてお答えをいたします。

学校給食は、先ほど遠藤議員おっしゃった
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とおり、児童生徒の心身の健全な発達や食に

関する正しい理解と適正な判断を育てる上で

重要な役割を果たしていることから、教育委

員会といたしましても、子育てや教育効果の

観点から学校給食は大変重要であると考えて

おります。

当市の給食費は、先ほど、これも遠藤議員

のほうからお話をいただきましたが、１食当

たり小学校で２３７円、中学校で２６２円、

県内では最低額となっておりますが、年額小

学生で約４万７,０００円、中学生で約５万

２,０００円の徴収となり、少なからず家計

の負担になっているものと思われます。

このため教育委員会では、学校教育法第１

９条の経済的理由によって就学困難と認めら

れる児童生徒の保護者に対し、必要な援助を

与えなければならないとの規定にのっとり、

準要保護者に対し給食費の全額補助を行って

いるところであります。

さて、市長のマニフェストに給食費無償化

の検討が掲げられていることから、教育委員

会ではそれを受け、検討を重ねてきていると

ころであります。まずは、現在よりも段階的

に対象の幅が広がるよう、経済的に支援が必

要な家庭の児童生徒を対象に具体的な実施方

法を検討しているところであります。

次に、第２点目、学校給食を充実させるた

めの取り組みについてお答えをいたします。

給食センターでは、給食の提供以外にも食

育の観点を踏まえ、従来からさまざまな取り

組みを行ってきております。具体的には、栄

養バランスを指導するための出前授業、食事

のマナーや大切さを伝える学校訪問、地元食

材を活用したバイキング給食、子供たちのア

ンケートによるリクエスト給食などを実施し

ております。さらに、昨年４月から本年８月

まで、オリンピック・パラリンピック給食と

郷土料理で日本一周献立を計画・実施してお

り、今後も充実した取り組みを進めてまいり

たいと考えております。

次に、第３点目、給食費の一部を補助し、

質と量を向上させてはどうかについてお答え

いたします。

来年度は特別献立として、子供たちが喜び

元気が出るメニューを取り入れたいと考えて

おります。具体的には、運動会応援メ

ニュー、中体連必勝メニュー、受験生頑張れ

メニューなど、質と量を向上させた給食の実

施を財源も含め検討しているところでありま

す。

教育委員会といたしましては、給食を含め

た食べ物の持つ力が非常に大切であると認識

をし、学校給食を充実させ、教育基盤の一つ

にしていきたいと考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 遠藤議員。

○６番（遠藤泰子君） 教育長から御答弁い

ただきました。とても力強い御答弁だったと

思います。ありがとうございました。

給食費無償化の問題は、教育委員会として

今御答弁いただいたのですけれども、教育委

員会だけが判断するのではなく、市長のマニ

フェストにもあるように、将来的な財政状況

を見据えた上で判断すべきものと考えており

ます。一番はやっぱり財政問題もかかってく

るのかなと思っていますけれども。

１点目の再質問になりますけれども、先ほ

ど具体的にいろいろと検討されている内容が

ありますけれども、結論というか、その辺の

ところがいつごろまで出す予定になっている

かというところの、検討はされているという

ことですけれども、最終的にこのまま進んで

いくものなのか、その辺のところも少し具体

的にお願いしたいと思います。

○議長（舩見亮悦君） 答弁願います。

教育長。

○教育長（冨田 敦君） 再質問、具体的な

検討の中身のことについての御質問だと思い

ます。

まず一つは、実施の方法といたしまして

は、現在よりも支援の対象の幅を広げるため

に三つの方法を想定して検討を行っていると

ころであります。

一つ目としては準要保護の基準の見直しを
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した場合、二つ目としては一定の収入以下は

無償にするなど所得の区分割をした場合、三

つ目として第３子は無償化にするなど兄弟等

の人数による見直しをした場合というこの三

つの視点で、現在いろいろシミュレーション

を行っているところでございます。

この実施の時期という、先ほどお話をいた

だきましたが、いつごろということはまだシ

ミュレーションをしている段階ですので、こ

こでは具体的に申し述べることはできません

が、できるだけ検討を重ねて速やかに対応し

ていきたいと考えているところであります。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 遠藤議員。

○６番（遠藤泰子君） いろいろな方法で検

討されているということなので、今後いい方

向に進んでいくように期待をしております。

先ほど申し上げたような財政問題は、そのほ

かにもいろいろあるかと思いますので、支援

の方法というか、そういうものにもっといろ

いろな部分も考えていただければなと思いま

すので、よろしくお願いします。再々質問は

ありません。

２点目の学校給食の充実についてお伺いし

ます。

教育長のほうは長く学校のほうに携わって

こられたと思いますが、今後もいろいろ考え

ていることがすごいアイデアで、すばらしい

なと思っておりますけれども、学校の給食に

ついては現状で十分だという考えがないの

で、ああいういろいろなアイデアが出ている

かと思いますけれども、その辺はもっとよい

ものを子供たちに食べさせたいと考えている

と思いますけれども、その辺のところをもう

一度改めてどういう考えがあるかお伺いした

いと思います。

○議長（舩見亮悦君） 答弁願います。

教育長。

○教育長（冨田 敦君） ただいまの再質問

についてお答えをいたします。

先ほど申し上げましたように、食べ物の持

つ力というのを私は非常に信じているところ

でございます。

例えば、子供たちはおいしいものをおなか

いっぱい食べると、気持ちが安定する。それ

から、ストレートな言い方をすると、悪いこ

ともしなくなる。これは、私たち学校の教員

が経験的にわかっていることでもあれば、ま

た、いろいろな心理学の先生方がデータで研

究をしている部分、それから私たちの親や先

祖の人たちが、子供たちには腹いっぱい飯を

食わせると、頑張る力が出てくる、悪いこと

もしなくなるというのは、私たちの祖先の皆

様方も経験的に知っているところだと思いま

す。

そういう意味では、食べ物の力というのを

充実させて、先ほど遠藤議員おっしゃったよ

うに、学力的な部分、それから、現在学校で

力を持っているのだけれども、なかなか発揮

できない子供たちもいることも大きな三沢市

の教育の課題となっておりますので、その辺

にしっかりと対応できるように、食べ物の力

を教育基盤の一つにしていきたいと考えてい

るところであります

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 遠藤議員。

○６番（遠藤泰子君） 学校の現状を十分

知っている教育長から、食べ物の力等も考え

た上で進めているアイデア、取り組み等も聞

かせていただいて、とても力強く今後期待で

きるなという思いであります。

先ほどいろいろな話もありましたけれど

も、例えば東大生のあるあるでは、試験の前

はカレーライスが多いとか、いろいろな食べ

物とか学力の問題とかで、いろいろなみんな

が知っているものとかというのもあると思う

ので、その辺のところも踏まえていろいろ

やっていけるということであれば、大変子供

たちにとってはうれしいことだなと思います

ので、再々質問はありません。ありがとうご

ざいます。

３点目についても、１点目の金額とかそう

いうところに関しては、財政的な問題も加味

していると思いますので、そこら辺のところ
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も検討していただいているということであり

ますので、再質問はありません。

以上です。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、遠藤泰子議

員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

春日洋子議員の登壇を願います。

○１３番（春日洋子君） １３番、公明党の

春日洋子でございます。通告の順に従い質問

してまいります。

はじめに、行政問題の１点目、新型コロナ

ウイルスによる肺炎の感染拡大防止について

お伺いします。

中国湖北省武漢市で新型コロナウイルスに

よる肺炎患者が確認されてから１カ月余りた

ちました。

中国政府は１１日、同日午前０時時点の死

者は、前日より１０８人ふえ１,０１６人に

達し、感染者は４万２,６３８人に上ったと

発表しました。死者が前日と比べ１００人以

上ふえたのははじめてで、事態の悪化に依然

歯どめがかかっていません。

国内感染者は、計２０３人となり、感染者

の拡大に歯どめがかからない状況に、世界保

健機関・ＷＨＯも、いまだ激しい流行のさな

かにあると警鐘を鳴らしています。

世界に感染が広がる中、何よりもまずウイ

ルスの流入を食いとめる水際作戦の徹底と国

内で確認された感染者に対する機敏かつ適切

な対応で、速やかに事態を収束させることが

重要であると言われています。

また、中国人団体客のキャンセルが観光業

に大きな打撃を与え、製造業のサプライ

チェーンが一部滞るなど、国内経済に深刻な

懸念が出始めており、経済への影響にも速や

かに対応しなければなりません。

感染が疑われる人は、最寄りの保健所など

の帰国者・接触者相談センターに相談し、感

染の可能性が高いと判断されると、帰国者・

接触者外来を設置している医療機関を紹介さ

れることになっています。緊急事態に対して

国・県との連携を密にしたリアルタイムの正

しい情報発信や、市内で感染者が出た場合の

対応、手順の明確化が重要と考えます。

そこで、本市における新型コロナウイルス

による肺炎の感染拡大を防止する対策につい

てお伺いします。

次に、２点目の男女共同参画の視点を取り

入れた避難所運営の手引きの策定についてお

伺いします。

巨大災害が頻発する時代になり、常に懸案

事項に挙がる一つが、被災者が身を寄せる避

難所のあり方です。

内閣府の検討会は、現在、３.１１を機に

２０１３年に策定した男女共同参画の視点か

らの防災・復興の取組指針の見直しを進めて

います。現行の指針の柱の一つに、女性や子

育て家庭の視点を取り入れた避難所運営が明

記されているものの、地域によって徹底され

ていない実態があるからです。

昨年の台風１９号の被災地でも、授乳でき

る場所がなかったり、生理用品が不足するな

どの事態が起き、同様のケースがいまだに後

を絶たない現状にあります。避難所生活で必

要な配慮や環境は男女で異なり、プライバ

シー、衛生、安全面で、東日本大震災時の被

災地の女性の環境は大変厳しいものであった

と言われています。

避難所や在宅避難生活を送る被災者が生活

環境の悪化によって体調を崩したり、命を落

としたりする中、宮城県のあるまちでは、地

域の女性が豊かな生活経験や知恵をもとに防

災リーダーとして活躍したことから、生活困

難な高齢者向けのトイレの整備や介護食の提

供、食物アレルギーの人への配慮、自宅で避

難生活を余儀なくされている高齢者や身体が

不自由な人への物資提供など、的確な判断、

提言がなされ、質の高い助け合い活動が行わ

れた事例があります。

さて、平成２８年第３回定例会においての

一般質問に対し「避難所運営において、女性

の視点が非常に大切であると認識しており、

避難所運営マニュアルは、避難所の運営をス

ムーズに行うための基本となることから、現
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在の避難所運営マニュアルに女性の視点を取

り入れた見直しを行い、よりわかりやすく、

実践的なものを新たに作成してまいりた

い」。

さらに、再質問に際し、見直し方法につい

ては「国の指針や他の自治体の状況、さらに

は、東日本大震災の教訓を踏まえ、ワーキン

ググループに女性委員を多く採用しまして、

女性の声を取り入れた、また、イラストも入

れた形で、わかりやすい避難所運営マニュア

ルを作成してまいりたい」との答弁でありま

した。

そこで、現在までの進捗状況と策定時期の

見通しをお伺いします。

次に、３点目の買い物支援についてお伺い

します。

日本においては、２０２５年に団塊の世代

が７５歳以上の後期高齢者となり、今までに

ない経験したことのない超高齢化時代を迎え

ます。我が青森県でも、６５歳以上の高齢者

が３５.８％を占めると推計されています。

このような中、人口減少や少子高齢化の進

行、郊外への大型店の進出等を背景に、地域

の商店が減少し、生鮮食料品や日用品の購入

が困難となる買い物弱者が増加傾向にありま

す。

買い物支援サービスの種類としては、商品

を移動販売車に乗せて集落や個人宅を巡回し

て販売する移動販売、買い物をした商品や電

話等で依頼された商品を自宅まで配達する宅

配・買い物代行宅配、買い物弱者が集まる場

所へ商品を持参する、簡易店舗を設置して販

売する出張販売・店舗配置、また、買い物弱

者を商店街等へ移送する、集える休憩スペー

ス等を設置する送迎・拠点設置に分類されて

います。

先般、北部地域の方より日常の買い物に困

難を来している窮状をお聞きしたところであ

り、問題解決に向けての本市の御見解をお伺

いします。

次に、４点目のストリートピアノの設置に

ついてお伺いします。

ストリートピアノは、駅や空港などの公共

施設や商業施設などに設置され、誰でも自由

に弾ける状態のピアノの通称です。欧州が発

祥の地であり、公共スペースに置かれたピア

ノを弾く人々の様子を紹介するテレビ番組が

２０１８年１月から始まると、国内でのスト

リートピアノの認知度が一気に高まりを見

せ、積極的に設置を進める自治体も出てきて

います。

日本のジャズ発祥の地と言われる神戸市で

は、昨年１月から幼稚園や小学校の不要に

なったピアノを活用してストリートピアノを

始め、現在では、市としてＪＲ神戸駅や神戸

空港などに１０台を設置しており、市の担当

者は、ＳＮＳで多くの方が発信し、まちに音

楽が流れるシーンをふやすことで、にぎわい

につながる。バランスよく市全体に３０台ま

でふやしたいと語っています。

また、札幌市は、昨年１２月、期間限定で

地下鉄大通駅にグランドピアノを置いたとこ

ろ、駅員みずから奏でる華麗な演奏動画がＳ

ＮＳで話題になり、市交通局の公式ツイッ

ターにアップされた動画は１８７万回再生さ

れ、１１万超のいいねが寄せられたと言いま

す。

このように、ストリートピアノの設置は日

本でもじわじわと広がり、音楽を通して、ま

ちににぎわいや交流を生み出す効果が期待さ

れますことから、設置に向けての本市の御見

解をお伺いします。

最後に、５点目の移動式赤ちゃんの駅の導

入についてお伺いします。

子育て中の御家族を支える拠点として、外

出時の授乳やおむつがえの場所を提供する公

共施設や民間施設がふえています。

移動式赤ちゃんの駅は、市内で開催される

イベント等で乳幼児を連れた子育て世代の皆

さんが安心して参加できるよう、移動が可能

なテントで折り畳み式おむつ交換台や授乳用

椅子等の備品一式を貸し出すものです。

平成２８年第１回定例会における一般質問

に対し「子育てしやすいまちづくりの一環と
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捉え、各種イベントの主催者や利用者からの

声を聞きながら、どの程度のニーズがあり、

何張り必要となるのかなど、実施に当たり効

果的な利用が図られるよう調査研究してまい

りたい」。さらに、再質問への答弁では、で

きるだけ早く整備を図ってまいりたいとのこ

とでした。

そこで、移動式赤ちゃんの駅の導入に向け

てのこれまでの検討状況をお伺いいたしま

す。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

○議長（舩見亮悦君） ただいまの春日洋子

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） ただいまの春日議

員御質問の行政問題１点目、新型コロナウイ

ルスによる肺炎の感染拡大防止については私

から、そのほかにつきましては担当部長から

お答えをさせますので、御了承願いたいと存

じます。

新型コロナウイルスは感染症は、中国を中

心に既に死者１,０００名を超えるほど拡大

しており、国内症例もふえつつあります。世

界保健機関では、１月３０日に緊急事態宣言

をし、日本政府では、２月１日から感染症法

に基づく指定感染症として指定したところで

あります。

当市におきましては、感染症事案危機管理

マニュアルに基づき、２月３日に三沢市感染

症情報連絡室を設置し、県や保健所、関係部

局との連絡や情報共有に努め、庁議において

も、それぞれの部署の役割について徹底する

よう確認したところであります。

また、市民に対しましても、ホームページ

及びマックテレビ等を通じ、新型コロナウイ

ルスについての周知を図っているところであ

ります。

なお、ＳＮＳ等で誤った情報が流れたこと

もあり、ホームページでは各自の感染予防対

策や新型コロナウイルスの主なる症状などに

加え、厚労省や県の相談窓口などを掲載して

おり、信頼できる情報をもとに冷静に行動し

ていただくよう市民に周知しているところで

あります。

今後も、市民が誤った情報により混乱を招

くことがないように、ホームページやマック

テレビ等を通じ、迅速な情報の提供に努めて

まいります。

私からは、以上であります。

○議長（舩見亮悦君） 総務部長。

○総務部長（佐々木 亮君） 行政問題の第

２点目、男女共同参画の視点を取り入れた避

難所運営の手引きの策定についてお答えいた

します。

当市では、平成１９年６月に三沢市避難所

運営マニュアルを作成して、避難場所となる

市内の各指定避難所に配布し、また、避難所

運営班の行政担当者にマニュアルの活用を周

知するなど、災害時の円滑な避難所運営に努

めてきております。

しかしながら、災害時の避難所運営につき

ましては、東日本大震災の教訓やたび重なる

自然災害の経験、その後の検証を考慮した見

直しが必要となっており、また、春日議員が

平成２８年第３回定例会で質問されましたよ

うに、女性の視点を生かした防災対策も必要

不可欠な状況となっております。

このことを踏まえ、平成３０年度に県の女

性の参画による防災力向上事業と連携し、公

募による市内の女性メンバーとともに勉強会

やワークショップ等を重ね、男女共同参画の

視点を盛り込んだ新たな避難所運営マニュア

ルの作成に取り組んできているところであり

ます。

御質問の策定時期につきましては、今年度

の青森県総合防災訓練において三沢小学校で

実施されました避難所運営訓練の検証結果を

精査し、パブリックコメントなどの手続を経

て、今年度中の策定を目指して現在作業を進

めているところであります。

また、冊子につきましては、現在策定中の

マニュアルが避難所運営の手順や注意事項を

重視した結果、活字が多くなっておりますこ
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とから、市民向けの冊子はより簡潔でイラス

トを多く取り入れた形で策定し、新年度ので

きるだけ早い時期に配布したいと考えており

ます。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 福祉部長。

○福祉部長（田面木るり子君） 行政問題の

第５点目、移動式赤ちゃんの駅の導入につい

てお答えいたします。

移動式赤ちゃんの駅とは、乳幼児を連れた

保護者がイベントなどに安心して参加できる

よう、乳幼児の授乳及びおむつ交換などを行

うためのスペースとして移動式テント等を設

置するものであります。そのスペースの提供

につきましては、子育てしやすいまちづくり

を図る上で重要なものであると捉えており、

今後の子育て支援の充実につながるものと考

えております。

これまでの検討内容といたしましては、県

内の設置状況や市内で行われるイベント主催

者からのニーズ状況などを調査し、導入の必

要性を検討してきたところであります。

このような中、市街地でのイベントに際し

ましては、今年度オープンいたしました三沢

キッズセンターそらいえ内に授乳室やおむつ

交換スペースを設置していることから、イベ

ント途中に立ち寄るなど効果的に活用してい

ただいている状況でございます。

一方で、授乳室及びおむつ交換スペースの

ない施設や郊外でのイベントなどでは、屋内

外いずれでも使用できる移動式テントは、非

常に有効であるものと認識しております。

当市におきましては、来年度多くの大型イ

ベントが予定されておりますことから、イベ

ント主催者に貸し出しをするなど、有効に活

用できるよう、移動式赤ちゃんの駅の導入に

ついて早急に取り組んでまいりたいと考えて

おります。

今後におきましても、子育て家庭が安心し

てイベント等に参加できる環境づくりを整備

し、子育て支援の充実に努めてまいります。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 経済部長。

○経済部長（関 敏徳君） 行政問題第３点

目、買い物支援についてお答えいたします。

現在、国内では、人口減少や少子高齢化、

また、ネット販売の普及や大型量販店の進出

などの影響もあり、既存小売店等が減少する

など買い物環境が悪化することにより、ふだ

んの買い物に支障を来す方、いわゆる買い物

弱者の増加が社会問題となっております。

この問題は当市においても例外ではなく、

かつてのコミュニティーの場としての機能を

果たしてきた小売店、食料品店が減少してい

るなど、今後ますます大きな問題になること

が予想されております。

当市におきましては、高齢者等を対象とし

た福祉施策として買い物弱者対策事業を実施

しておりますが、働き世代を対象とした買い

物支援事業は実施していないことから、この

ような場合には、民間事業者が提供している

サービスを利用していただくことになりま

す。

現在、市内においては、複数の民間事業者

が地域ニーズに対応した移動販売事業、宅配

事業等を展開しておりますが、それぞれが独

自に実施しているため、サービスの利用を希

望されている方にその情報が届いていない可

能性もあると考えております。

このため、市では、市内で事業展開してい

る民間事業者の取り組みをまとめて、その情

報をわかりやすく提供するための手法につい

て、ほかの事例を参考に検討してまいりたい

と考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 教育部長。

○教育部長（山﨑 徹君） 行政問題の第４

点目、ストリートピアノの設置についてお答

えいたします。

ストリートピアノは、近年、気軽に音楽に

親しめる機会の提供や地域における交流の場

につながるものとして、全国各地で広がりを

見せております。

設置場所といたしましては、不特定多数の
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方が利用できる駅や公共施設、商業施設など

で、市民からの寄贈や学校で使われていたピ

アノなどを活用しているようです。

当市においては、学校の統廃合により、使

われずに保管されているピアノもあります

が、長年利用していないことから、状態等を

専門家に確認する必要があると考えておりま

す。

いずれにいたしましても、ストリートピア

ノについては、音楽を通じて人と人とのつな

がりを生み出す一つの方法ではあるものの、

ピアノの演奏にふさわしい場所が大変重要で

あることを踏まえ、設置の可能性について今

後検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 春日議員。

○１３番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。質問順に再質問させていただ

きます。

はじめに、新型コロナウイルスによる肺炎

の感染拡大防止について再質問させていただ

きます。

市長より、本市といたしましても速やかに

対応に着手されていることをお聞きし、非常

に心強く、また、市民の皆様への温かいそう

いう配慮もきめ細かくなされていることに対

して、非常にありがたくお聞きしたところで

ございます。

そこで、再質問の内容でございますけれど

も、国といたしましても、これまでの感染症

が拡大していることから、国の施策としては

ですけれども、観光業など産業への影響把握

と事業継続などへの支援を盛り込むというよ

うな内容でございます。これは、国が今後、

全体観に立って進めていくことだというふう

にも認識しているところではありますけれど

も、そこで、これまで市民の皆様からの御相

談、不安等、何かしら声が届いているものが

あったでしょうか。

また加えて、観光業がございまして、一部

知人からお聞きしましたところ、市内の観光

ホテルがやはり中国からの観光客が非常に

キャンセルが多くて、従業員の方もお休みを

余儀なくされていると。そのことも一部耳に

したところでございます。

このことについて、市が早急に対応すると

いうことはまた厳しいものがあるかと思いま

すけれども、現時点でどのような状況を把握

されているのか、参考にお聞かせいただきた

いと思います。

○議長（舩見亮悦君） 市民生活部長。

○市民生活部長（山本 優君） ただいまの

コロナウイルスに対する再質問にお答えいた

します。

企業等においてといいますか、宿泊施設に

おいての誤情報等が流れ、市民にもかなり不

安を与えた部分があるというふうに感じてお

ります。したがって、その内容については、

ホームページの中でしっかり市から出た情

報、または国・県で出ている情報を踏まえ

て、慌てることのないように冷静に対応して

いただくように広報しているところでありま

す。

なお、現在のところ、市内におけるそうい

う情報については、コロナウイルスに関する

内容が認定されていないというところでござ

いますので、今後につきましてもしっかりと

情報を踏まえながら、収集、調査しながら対

応してまいりたいというふうに考えておりま

す。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 春日議員。

○１３番（春日洋子君） ありがとうござい

ます。ぜひ、よろしくお願い申し上げます。

２点目の男女共同参画の視点を取り入れた

避難所運営の手引きの策定についてでござい

ます。

総務部長より、今年度中の作成を目指して

いる、できるだけ早い時期にという前向きな

答弁を頂戴いたしました。それにつきまし

て、作成をした後でございますけれども、ど

のような配布をなされるお考えがあるのか、

お聞かせいただきたいと思います。

具体に申し上げますと、毎戸配布を考えて
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いらっしゃるのか、また、そうでなければ、

どのような方法。私も毎戸配布は必要ではな

いかなというふうなことは考えておりますけ

れども、不可能であれば、このことの概要版

の配布等々もいかがかなということも考える

一つでございます。

またさらに、昨今、さまざま広報みさわを

活用した特集記事が掲載され、非常に充実し

た紙面をこれまでも何度も見てまいりまし

た。可能であれば、広報みさわへの特集の記

事の掲載もいかがか。これは私の考えであり

ますけれども、もし現時点でお答えできるこ

とでございましたら、よろしくお願いいたし

ます。

○議長（舩見亮悦君） 総務部長。

○総務部長（佐々木 亮君） ただいまの春

日議員の再質問、どのような形で配布される

のか、また、毎戸配布を考えているのか、広

報みさわへの特集としての記事で掲載するこ

とがあるのかということについてお答えした

いと思います。

先ほども答弁の中で申し上げましたけれど

も、現在つくっているマニュアルがちょっと

活字が多くなっておりまして、それはそれと

してマニュアルとして活用いたします。これ

は、今年度内の策定を今目指して進めており

ます。そのほかに、先生御指摘のありました

市民にわかりやすい、イラストを活用した概

要版というわけではないのですけれども、概

要版を新年度に配布したいと考えておりまし

た。

毎戸配布につきましては、先ほどお話が

あったように、広報での特集記事も含めて、

どちらが皆さんにわかりやすいのか、市民に

周知できるのかをこれから検討してまいりた

いと考えております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 春日議員。

○１３番（春日洋子君） ありがとうござい

ます。ぜひ、最寄りの方だけではなく、やっ

ぱり同じ思いですけれども、市民の方に１人

でも多く浸透していく啓発が大事だというふ

うに思っておりましたので、またよりよい方

法をお願いしたいと思います。よろしくお願

いいたします。

再質問は、次の３番でございます。買い物

支援についてでございます。

今般、お聞きした声をお届けしてくださっ

た方は、地域の民生委員でございました。御

自身も多忙をきわめる日々でありまして、そ

してまた、御町内の皆様お一人お一人に非常

に足をよく運んでくださっていて、その方の

中から、町内の皆様から、日ごろの大変さ、

また、惣菜等も盛り込んだ移動販売、お勝手

に立ちたくても立てない繁忙期等ございます

ので、そこに何とか、そちらの地域は全く移

動販売がおいでになっていないということを

お聞きいたしました。

今般、このお声を届けてくださった方も、

どこにどうお願いすれば、移動販売を望んで

いるということは具体におっしゃっていまし

たけれども、事業所に直接足を運んでも、１

人の声がどう具体に届くのかとか、いろいろ

考えて思い悩んでいたということでして、市

へ民間事業者へのマッチングを望んでいると

いうことを具体におっしゃっておりました。

先ほどの経済部長からの御答弁の中でも、

さまざまな情報、ニーズを調査しながら周知

に努めていっていただけるということであり

ましたけれども、具体に本当に春からまたす

ぐに農作業も始まりますので、速やかにとい

うことを大いに望むものですけれども、その

辺の展望というのはいかがでしょうか。

○議長（舩見亮悦君） 経済部長。

○経済部長（関 敏徳君） ただいま春日議

員のほうからの再質問にお答えいたします。

移動販売事業というのは、基本的には民間

事業者が行っておりまして、事業の採算性が

経済的に成り立つかどうかが前提になってい

ると思われます。

しかし、民間事業者が行っているサービス

の取りまとめを行って、住民の方に情報提供

をすることによって、活用したいという地域

の声が上がってくれば、それを市のほうとし
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ても意見を取りまとめて、逆に今度は事業者

のほうに情報提供をして、お互いにマッチン

グができれば、そういう事業というのは進め

ていけると思いますので、今後、地元の声を

どの程度、こちらが情報提供したのに対して

の声がどの程度上がってくるかによって、今

後、進めていかなければいけないと思います

ので、時期的には早々に行いたいとは思いま

すが、それは今後いろいろな方法を検討して

まいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。

以上です。

○議長（舩見亮悦君） 春日議員。

○１３番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。ぜひ、よろしくお願いいたします。

次に、ストリートピアノの設置について再

質問させていただきます。

昨年、幸い私、委員会での行政視察で訪れ

た京都駅構内でストリートピアノを聞く機会

がございました。多くの皆様が集って聞き

入っておりまして、外国人の方も大勢その場

に臨んでおりました。演奏者に演奏が終わっ

た後、皆さんで拍手喝采で、非常に私もいい

場面に出くわしてうれしいひとときでござい

ました。

ピアノは、さまざま先ほどの教育部長の御

答弁でもよく理解をさせていただきましたけ

れども、不要のピアノといっても簡単にすぐ

に使用できる状態ではないということも承知

の上でありましたけれども、ピアノもいろい

ろな種類がございまして、グランドピアノだ

けではなく、アップライト、また電子ピアノ

等もございますけれども、一部徳島県のほう

の自治体で、市役所庁内にストリートピアノ

を設置している市がございました。電子ピア

ノでございました。場所もさほど必要でもな

く、市民の方が自由に活用して楽しんでい

らっしゃる場面が新聞で掲載をされていると

ころでありました。

こちらの京都駅構内のストリートピアノの

場にしっかりと掲示がされておりまして、そ

こに設置されたからといって、無制限にスト

リートピアノをなさっているのではないのだ

なということを知ることとなりました。曜日

と時間の設定もきちんといたしまして、限ら

れた時間の中で楽しんでいただく。それは、

やはり騒音問題ですとか理解がされないと、

また破損する場面もあるということも、一部

で残念なこともあるようですので、やはり理

解、また周知というものも含めながら、騒音

問題等々迷惑にならないような状況でのこと

がなされているのだなということを知ること

となりました。

教育部長も答弁の中で一部お話しされてお

りましたけれども、現在、何としても聞きた

いということでもありませんけれども、参考

までになのですけれども、今まで北部地域の

ほうでも何年も前ですから、ピアノがもし

あったとしても大変な状況かなと思いつつで

すけれども、今現在、教育委員会で把握して

いるピアノに関して、どの程度、何台ぐらい

眠っているピアノがあるのかなということを

ちょっと気になっておりましたけれども、わ

かっている範囲でよろしいですので、お答え

いただければありがたく思います。

○議長（舩見亮悦君） 教育部長。

○教育部長（山﨑 徹君） ただいまの再質

問にお答えいたします。

北部地域で統廃合を行いましたので、ピア

ノは全部で５台、統廃合になりました学校に

あります。ただ、答弁申し上げたように、専

門家にある程度の費用でお願いして、診断し

ていただくという形になろうかと思います。

いずれにしましても、費用もさておき、場

所もピアノの演奏にふさわしい場所というの

を調査・研究したいと思っております。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 春日議員。

○１３番（春日洋子君） 可能性を探ってい

ただければありがたいと思います。

最後に、再質問は５点目の移動式赤ちゃん

の駅の導入についてでございます。

福祉部長より、早急に進めてまいりたいと

いう希望の持てる答弁をいただきまして、あ
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りがたく聞いておりました。

導入に向けて、もちろん一足飛びにという

ことは不可能ではあるかなと思いつつも、ど

うしても期待感が大きいわけでありますけれ

ども、移動式赤ちゃんの駅にもさまざまなス

タイルがございまして、また、費用の面でも

さまざまあるということも私なりに理解をし

ているところでありますけれども、現段階で

は移動式赤ちゃんの駅の導入に向けて、今

後、どのような検討していただけるのかなと

いうところを、もしここでお答えできる範囲

でお聞かせいただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

○議長（舩見亮悦君） 福祉部長。

○福祉部長（田面木るり子君） 再質問の導

入に向けての検討状況ということにお答えい

たします。

赤ちゃんの駅のテントにつきましては、市

販のテントを購入しまして、赤ちゃんの駅と

かというふうな形で案内の文字をプリントい

たします。そのほかに折り畳み式のおむつが

えシート、それから授乳用の椅子等をそれぞ

れ購入するというところで調整をしておりま

す。

それから、導入につきましては、実はキッ

ズセンターそらいえの供用開始に当たりまし

て、市内の奉仕団体のほうから毎年寄附をい

ただいております。新年度につきましても、

その寄附を使わせていただきたいなというこ

とで、現在、調整してございます。

導入時期につきましては、新年度の最初の

大きなイベントでありますアメリカンデーに

あわせて、６月には利用が可能となるように

準備を進めてまいりたいというふうに考えて

おります。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、春日洋子議

員の質問を終わります。

この際、午後１時まで休憩します。

午前１１時３１分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

○議長（舩見亮悦君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

○副議長（太田博之君） 議長を交代しまし

た。

それでは、一般質問を次に移ります。

小比類巻孝幸議員の登壇を願います。

○２番（小比類巻孝幸君） 議席２番、市民

クラブの小比類巻孝幸です。通告に従いまし

て、一般質問をさせていただきます。

はじめに、一般質問の第１点目として、市

政への市民の意見の反映方法について伺いま

す。

市政運営には、市民の意見を反映する努力

が不可欠です。現在、三沢市では、三沢市基

地対策審議会、農政審議会及び社会教育委員

会議など、事業ごとに４９の市民参画の審議

会、委員会などが設置されていますが、市民

の意見が施策全体に十分に反映される機能的

なシステムが必要であると思います。

過去において、平成２０年度から１０年間

実施された三沢市総合振興計画では、公募に

よる市民と学識経験者が中心となった行政改

革推進委員会が市長の諮問機関として設けら

れており、私もその委員会の委員として、平

成２２年度から２７年度までの５年間かかわ

らせていただきました。

市が行うそれぞれの施策に対し、予算も含

んだ内容を調査・審議し、疑問のあるものに

ついては市の担当課の方々と意見交換を行う

ことで、市民と行政が一体となって委員会の

提案をまとめました。そして、その意見は市

政にまさに反映されていましたので、市民が

望む施策をつくり上げていたと思いますし、

市民が実際に市政にかかわることで行政への

関心を高め、多くの方に参画していただけた

ことも重要でした。

現在進行中であります第二次三沢市総合振

興計画では三沢市総合計画審議会ですが、そ

の職務目的は、１、市長の諮問に応じ総合的

計画について審議し、その結果を答申するこ

と、２、総合的計画について、必要に応じて
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市長に意見を具申することとなっており、市

民に市政全般を見渡した総合的な提言を求め

る機関であるはずです。

しかし、現在、ホームページなどで公表さ

れている審議結果を見る限り、計画の進捗状

況審議が主であり、委員の意見や審議会とし

ての提言が見受けられません。

本議会当初、２月１０日の提出議案説明に

おいて、小檜山市長は「変化の早い時代の潮

流をしっかりと捉え、柔軟に対応することに

より、市民の皆様の不安をしっかりと払拭さ

せることが肝要」と発言されております。

時代の変化と市政の進展に伴い、市民の要

求も変わります。市民とともに歩む政策を立

案・実行するためにも、市民が政策全般に対

して審議でき、意見が反映される場が必要と

思いますが、三沢市の考えをお伺いいたしま

す。

続きまして、第２点目、地域環境に即した

調査と対策状況について伺います。

三沢市では、平成３１年４月から第２次三

沢市環境基本計画を策定し、市民が健康で安

全な生活ができる良好な環境の保全を目指し

ています。

報告書で公開されている環境分析データを

見ますと、大気では二酸化炭素、浮遊粒子状

物質の毎年の１日平均値が１データ、河川水

質では、主な河川のＢＯＤ・生物学的酸素要

求量、この最高値が毎年１データ、一番多く

の苦情が寄せられている航空機騒音において

も、岡三沢と四川目の２測定点の年間平均騒

音値のみであるため、環境測定結果が限定的

であるように見受けられます。

また、市のホームページに公開されている

情報も、水質では浄水の水質検査結果、航空

機騒音はデモフライト時の値です。市内で

あっても、地域によって環境が違い、問題も

それぞれ異なります。

例えば、市の沿岸北部の通称北浜地域で

は、冬期の積雪量と強風により生活道路が歩

行通行困難となるほどの状況が頻繁に発生し

ますし、風向きや時間帯、季節によってさま

ざまな原因による悪臭問題などもあります。

また、駅周辺地域では、地形に起因した水

害、水質汚濁問題なども抱えております。

さらに、市内全域における航空機騒音にお

いても、空港周辺、進入面下周辺、住宅地な

ど、地域によってその影響はさまざまである

はずです。

このような状況の中、地域ごとの環境に即

した適切な調査及び結果の公表と、それに基

づいた対応が市民生活の基盤を保つために重

要と考えます。

昨今、重要度を増している防災・災害対策

も、このような日常の問題が解決された上で

強化されるべきであると考えます。

そこで、まず三沢市の環境モニタリングの

現状と情報公開体制についてお伺いいたしま

す。

また、第２次三沢市環境基本計画の報告書

では、航空機騒音、悪臭及びその他の公害苦

情の苦情処理件数だけが示されていますが、

行政と市民が一緒になって解決方法を模索す

るためにも、その苦情の内容と対応状況につ

いて、概要程度は公表する必要があると考え

ます。

そこで、地域環境に即した地域住民との協

議・対策状況について具体的な事例と三沢市

の考えをお答え願います。

以上で、私の一般質問を終わらせていただ

きます。御答弁のほどをよろしくお願いいた

します。

○副議長（太田博之君） ただいまの小比類

巻孝幸議員の質問に対する当局の答弁を求め

ます。

小檜山市長。

○市長（小檜山吉紀君） ただいまの小比類

巻議員の質問の行政問題の１点目、市政への

市民の意見の反映方法については私から、地

域環境に即した調査と対策状況につきまして

は副市長からお答えをさせますので、御了承

願いたいと存じます。

第二次三沢市総合振興計画については、市

民の意識調査や、延べ７回１２２名に御参加
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をいただいた、三沢まちづくり座談会におき

ましていただいた御意見等を踏まえつつ、各

団体の代表者と市民公募による委員から成る

三沢市総合計画審議会で８回にわたる審議を

経て、平成３０年３月に策定したものであ

り、市民意見を反映させた結果となっており

ます。

また、当該計画の進捗管理につきまして

は、市民の皆様が進捗状況を視覚的に把握で

きるようグラフを多用しており、市ホーム

ページにおいて公表しております。

御質問の市民意見の反映方法についてであ

りますが、三沢市の基本理念であります「未

来へつなぐ 心安らぐ 国際文化都市」実現

のためには、市民目線による政策検証と、そ

れに基づき改善を図っていくというＰＤＣＡ

サイクルが重要であります。

このことから、三沢市総合計画審議会にお

いて、前年度の進捗状況を御確認いただくと

ともに、市民目線による政策検証をお願いし

ており、その検証結果を踏まえて、各担当課

において所要の改善を図ることにより、市政

に市民意見を反映させることとしておりま

す。

この三沢市総合計画審議会の運営につきま

しては、審議内容をさらに充実させるため、

事務局からの提供資料や説明内容、進め方、

開催回数などを工夫し、一層市民意見を取り

入れやすい審議会としたいと考えておりま

す。

今後とも市民とともに歩む行政を目指し、

さまざまな機会を捉えて、市民の皆様から御

意見を頂戴しながら市政運営をしてまいりた

いと考えております。

私からは、以上であります。

○副議長（太田博之君） 米田副市長。

○副市長（米田光一郎君） 行政問題の２点

目、地域環境に即した調査と対策状況につい

てお答え申し上げます。

はじめに、環境モニタリングの現状と情報

公開体制についてでございますが、当市にお

ける現状といたしましては、主に大気、公共

用水域、地下水、騒音及び悪臭の５項目につ

いて、国や県が実施しているモニタリング調

査のデータ収集をはじめ、必要に応じて市独

自にモニタリング調査を行うなど、大気・水

環境を保全し、騒音、振動及び悪臭などを軽

減させ、健康で不安を感じることのない生活

ができるよう、生活環境の保全に努めている

ところでございます。

モニタリング調査につきましては、環境要

素、環境基準または調査主体によりまして測

定地点や測定回数が異なりますが、基本的に

は、環境省が定める基準にのっとってモニタ

リング調査を実施しているところでございま

す。

次に、調査結果の公表についてであります

が、航空機騒音を除いた各種モニタリング調

査の結果につきましては、年１回三沢市環境

基本計画に掲げた個別施策の実施状況の報告

とあわせて、国や県が実施したモニタリング

調査の結果及び市が独自に行ったモニタリン

グ調査の結果について、平均値や最高値を抽

出する形で１年分を取りまとめ、ホームペー

ジで公表しております。

また、航空機騒音につきましては、市では

市内８カ所に騒音測定器を設置し、常時測定

を行い、結果を取りまとめており、日米共同

訓練など特別な訓練が行われた場合の騒音測

定値につきましては、速報値としてホーム

ページで公表しているところであります。

なお、防衛省東北防衛局では、基地内に２

カ所、市内に５カ所の騒音測定器を設置し、

常時測定を行っております。東北防衛局の

ホームページにおいて、これらの測定結果を

公表しているところであります。

次に、環境に即した地域住民との協議、対

策状況についてお答え申し上げます。

まず、地域住民との協議につきましては、

モニタリング調査の結果または生活環境に関

する苦情等を踏まえ、その都度、実施を検討

しております。

なお、近年の実績といたしましては、事業

所の臭気測定に際しまして苦情が寄せられる
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地域の代表者に同行いただくとともに、測定

結果については、速やかに情報提供するなど

の体制もとっているところであります。

また、県との共催で市民を対象とした生活

排水対策講習会を開催するなど、当市におけ

る近年の河川等の水質状況について理解を深

めていただくための取り組みなども行ってお

ります。

また、市が設置している騒音測定器の測定

結果につきましては、市民からの苦情や相

談、さらに国に対する騒音対策事業の要望時

などの資料として活用しております。今後も

市民の生活環境の改善に向け、活用してまい

りたいと考えております。

次に、地域住民対策のための予算につきま

しては、これまでも必要に応じて予算化し対

策を講じてきたところでありますが、現在は

特に予算化しているものはありませんが、今

後とも必要に応じて、国や県との協議を経て

対応を検討してまいりたいと考えておりま

す。

最後になりますが、今後の課題、問題点に

ついてであります。

市民の皆様に当市の環境の現状を正確に理

解していただき、さらには関心を高めていた

だくことが何よりも重要であると考えており

ます。そのため、内容や手法を再検討するこ

とにより、その充実に努めてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 小比類巻孝幸議

員。

○２番（小比類巻孝幸君） 質問順に再質問

させていただきたいと思います。

まず、市政への市民の意見の反映方法につ

いて、ただいま市長のほうから、第二次三沢

市総合振興計画は非常に多くの方々の、ま

た、多くの回数で練られた市民意見を反映し

たものであるというお話をいただきました。

私も、この１０政策の６５施策にわたる三

沢市の振興計画は、非常に市民生活を網羅し

ている、市民に寄り添ったものであると本当

に評価している一人であります。

しかしながら、今回質問させていただきま

した、それについてのチェックなのですけれ

ども、ホームページで公開されているところ

ではレーダーチャート、やはり視覚的なもの

がわかりやすいというのはあるのですが、こ

のレーダーチャート一つ見ても、それが達成

されたからもう十分なのだということなの

か、いや、これはもう余り重要でなくて、

もっと足りないところがこれから必要になっ

てくるのか、それとも、足りないところは

もっと違うことをやらなければいけないの

か、そこの市の意識といいますか、それが

ちょっと見えないから、数値だけで見ます

と、どういう意見交換がされて、次にどうい

う方策を来年度以降やるのか、それが見えな

い。

やはり、それを見ようとしますと、どうい

う検討がなされたのだろうというのを見よう

としますと、それぞれの政策に対しての、

ホームページでこれもこれも公開されていま

す。それぞれの政策に対してどんな細かい事

業があって、それにどのくらい予算が使われ

て、これもきっと総合計画審議会で８回の審

議ということでしたので、審議されてそれぞ

れについてコメントがなされているのです

が、これを全部読み解かないと、どういう検

討がされてどういう方向性で次に市が進もう

としているのかが読み取れない。

これは、市民一人一人がこれを読み解いて

理解してくださいというのは非常に無理がご

ざいます。やはり、それだけの審議を尽くし

ておりますので、市民の代表としての審議会

ですから、市民の意見としてこういう方向性

が示された、具体的にこんな問題点が示され

たという概要だけでもまとめて公表していた

だければ、市民はそういう方向でこれから進

むのだと、もしくは、こっちのほうも大事で

はないかと、そういう意見を持てると思うの

ですけれども、そういう公表の仕方は工夫で

きませんでしょうか。

その辺をちょっと御意見がありましたら教
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えてください。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

政策部長。

○政策部長（山本剛志君） 市政への市民の

意見の反映方法の再質問にお答えいたしま

す。

小比類巻議員おっしゃったとおり、グラフ

化しか公表されていないという部分が見えづ

らいと、審議の過程がわかりづらいというこ

とでありますので、その審議の結果の公表内

容とか公表の仕方について、今後、検討して

改善してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○副議長（太田博之君） 小比類巻孝幸議

員。

○２番（小比類巻孝幸君） ありがとうござ

います。

やはり、第二次振興計画はスタートしたば

かりであります。これからのＰＤＣＡサイク

ルを回すスタート地点であることは理解して

おりますので、ぜひそのように市民にわかり

やすい報告、進行をしていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

では、２点目です。地域環境に即した調査

と対策状況についてです。

それの１番目、環境モニタリングの現状と

情報公開体制については、副市長のほうから

詳細な御説明をありがとうございました。

ただ、やはり非常に詳細なデータ調査をし

ていると、環境調査をしているということは

わかりましたが、そのデータが、例えば市の

ほうでは取捨選択して平均値ですとか最高値

になっている。また、騒音のデータは東北防

衛局のホームページを見なければいけないと

かありますので、ぜひ三沢市のホームページ

で、リンクを張るのは簡単ですので、した

がって三沢のホームページに１回アクセスし

たら、必要なデータを市民が見れるように、

そういう工夫をひとつとっていただければと

思います。再質問はございません。

２点目の地域環境に即した地域住民との協

議、対策状況につきましてです。

これも、そのデータが必要なときに必要な

方々との協議に使われているという例を、

今、悪臭のことで、においの問題のことで述

べていただきましたけれども、最後の御回答

であった、予算化しているものが今現在な

い。これは問題がないということではないと

思うのですね。やはり積極的にそういう問題

に対して取り組む姿勢が、三沢市でとどめる

ことではなく、県ですとか国ですとか、必要

なところに、三沢はこういう問題があるので

助けてもらえないかと、そういう姿勢を持つ

ことが、市民は非常に自分たちのほうを向い

ている、特に周辺地域の人たちから必ず出て

くる言葉は、すぐに改善してくれない、私た

ちが住んでいるところは取り残された地域だ

と、そういう言葉が出てくる。そういうこと

がないようにしていくためにも、市が環境に

目を光らせて、市民の環境を私たちが守って

いるのだという積極的な姿勢を示すことにつ

ながると思うのですけれども、そちらの方向

の計画ですとか方向性を示すことができまし

たらお答えください。

○副議長（太田博之君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（山本 優君） ただいまの

御質問の国・県に対する働きかけ及び予算化

についての内容についてお答えいたします。

以前、北三沢地区において、悪臭問題に係

る協議をうちと地域の方々と行ったことがあ

りました。この際には、県の予算を活用して

専門家を呼んできて、そしていろいろどうい

うふうにしていくかということを話し合って

いたことがありました。またそういうような

ことができないかという地域からの要望もあ

りますので、今後、国・県に働きかけて、よ

りよい方向に向かうように検討してまいりた

いと思っております。

以上であります。

○副議長（太田博之君） 以上で、小比類巻

孝幸議員の質問を終わります。

これをもって、一般質問を終わります。

─────────────────
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◎日程第 ２ 議案第 １号から

日程第２４ 議案第２３号まで

○副議長（太田博之君） 次に、日程第２

議案第１号令和２年度三沢市一般会計予算か

ら日程第２４ 議案第２３号青森県市町村総

合事務組合を組織する地方公共団体の数の減

少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更

についてまでを一括議題とします。

─────────────────

◎日程第２５ 総括質疑

○副議長（太田博之君） 日程第２５ ただ

いま一括議題といたしました全議案に対し、

総括質疑を行いますが、通告がありませんの

で、総括質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第２６ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○副議長（太田博之君） 日程第２６ 特別

委員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括議題となっております議案の

審議に当たりましては、１６名をもって構成

する予算審査特別委員会、８名をもって構成

する補正予算審査特別委員会、８名をもって

構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ設

置し、慎重に行いたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（太田博之君） 御異議なしと認め

ます。

よって、予算審査特別委員会、定数１６

名、補正予算審査特別委員会、定数８名、条

例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ設

置することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第１号から

議案第８号までの計８件を、補正予算審査特

別委員会には、議案第９号から議案第１２号

までの計４件を、条例等審査特別委員会に

は、議案第１３号から議案第２３号までの計

１１件を、それぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第２７ 特別委員会委員の選

任

○副議長（太田博之君） 日程第２７ 特別

委員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました３特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、次の休憩

中に、委員長、副委員長をそれぞれ互選し、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、はじめに、予算審査特別委員

会を大会議室において行い、引き続き、補正

予算審査特別委員会を大会議室、条例等審査

特別委員会を第２会議室において、それぞれ

願います。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。

午後 １時３１分 休憩

────────────────

午後 １時３７分 再開

○副議長（太田博之君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

先ほど設置されました３特別委員会の委員

長、副委員長の互選の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長、小比類巻雅彦

委員、副委員長、下山光義委員。補正予算審

査特別委員会委員長、堀光雄委員、副委員

長、田嶋孝安委員。条例等審査特別委員会委

員長、加澤明委員、副委員長、西村盛男委員

とそれぞれ決しました。

─────────────────

○副議長（太田博之君） 以上で、本日の日

程は終了しました。

なお、明日から１９日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、２０日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

お疲れさまでした。
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午後 １時３８分 散会


